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1. 本誌 は､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るため､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し討 論 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡描

載 内容 は､研 究 論 文 ､研究 会 ･国際 会 議 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案内 ､ ニ ュー

ス な どてゝす ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては､原則 と して審 査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編i集者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節約 す るため

に極 力簡青紫にお書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピ-)提 出 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ ''､ ゴシ ック "､.〉''､ ギ リシャ文字 "ギ"､

花 文字 ､大 文字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さいo 又特 に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ I(エ ル)と1(イチ)､xと×(カ ケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と十 (プ ラス)､中と≠とWFと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 い て下 さい ｡

5. 1行 以 内 にお さま らな い可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず､改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で才旨定 して下 さい ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 夕日こ赤 で指 定 して下 さい｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19CⅢf) 以 内 に入 らない もの ､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます｡

図 中 の 文字 はi苗字 にい た しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい ｡ (郵 便切 手 に よ る受付 は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます｡



プレプリン ト案内

〔京都大学基礎物理学研究所〕
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The Donor-Acceptor Electron Transfer l亮th Particト
pation of Short Polymer Chains

4-3 A.A. Chilingaryan, N.0. Khudonyan,D.B.Saakyan
and G.Z. Zazyan
Recognition of Correlated Patterns with Spin
Glass-Like Models

4-4 F.A.Aharonlan and V.V.Vardanian

On the Transparency of the Metagalaxy to Ultra-
high-Energy Gamma Rays

4-5 S.M.Darbinian,K.A. Isplrian and A.T.Margarian
Type-B Coherent PhotopTOduction of Electron-Posi-
tron Pairs in Cristals and Possibility of Its Ex-
perimental lnvestigation
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Arutunyan, S.S. Danagulyan, S.P.Taroyan and C.
Yang
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プレプ リン ト案内
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the c=1 Region
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namlCS
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4-15 F. Celanl, S.Pace,A.Glorgl,A.Saggese and S.
Pagano

lntrinsic Resolution of Superconductlng Tunnel
Junctions Used as lonizing Particle Detectors

4-16 A.La Monaca

Scintlllation Gas Detector Based on a Charge
Coupled Device: a Feasibility Study of a Position
Sensitive Detector for ESRF High Brilliance X-Ray
Source

4-17 A.La Monaca

New Scattering Camera for AnisotropIC Ultra-Low
Angle Scattering Experiments Using a Three-Dimen-
sional lmaging Gas Detector Operating with ESRF X-
Ray Sources

4-18 S.Pace,F.Celani,A.Saggese and A.Giorgi
Signal to Noise Ratio in Superconducting Tunnel
Junctions as loniz:ing Particle Detectors

4-19 S. Lo Nigro, S.Aiello,G.Lanzana,C.Milone,A.
Pagano,A.Palmerl,G.S.Pappalardo,V.Lucherlnl,
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RossI
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4-20 G･ BattistonlIP･CampanaIU.Dennl,C.Gustavino
and E. Iarocci

Plastic Spark Counters with PVC Electrodes
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プレプリント案内

4-21 C.R.Natoll

lnner Shell X-Ray Photoabsorption as a Structural
and Electronic Probe of Matter

4-22 G. Battistonl, C. Blolse, L. Liberatori and L.
Satta

Response of Streamer Tubes to Higly loni2:ing Par-
ticles

4-23 L.Palumbo

A Diffraction Radiation Model for Energy Losses

4-24 S. Kubo, K.Nar･ihara,Y. Tomita,M.Hasegawa,T.
Tsuzuki and A.Mohri

Electron Density Profile Reconstruction by Maximum
Entropy Method with Multichannel HCN Laser Inter･-
ferometer System on SPAC VII

4-25 B. Sas,J.M. Broto N.de Courtenay and A. Fert
Weak Localization Effect in the Magnetoresistance

of Ni-TM-B Amorphous Alloys

4126 C.G.Koutroulos and M.E.Grypeos
Relativistic Motion of the A in Hyper･nuclei and
Phenomenological Analysis of lts Binding Energy

4-27 S.M.Mujibur Rahman

Phase Stability of Random Brasses:Pseudopotential
Theory Revisited

4-28 L.B. Ioffe and A.I.Larkin

The Two-Dimensional Hubbard Model with Strong

Electron Repulsion

4-29 M. Feigel'man,L. Ioffe,A. Larkin and V.Vinokur
Superconductive Analogue of Spin Glasses

′
4-30 R.P昌rez-Aivarez and P. Paj占n-suarez

Optical Absorption Coefficient in Cylindrical
Quantum Wells

4-31 H.Malchow and F.Felber

Bistability,Electric Potentials and Sensor Behav-
iour in an Enzymatic Reaction System

4-32 Jos; Ernesto Ure and Norberto Majlis

spectral Properties and Scaling Relations in Off
Dl-agonally DIsordered Chains
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プレプリン ト案内

4-33 Erio Tosatti

Theory of Surface Melting and Non-Melting

4-34 Z.B.SulYu Lu,J.M.Done and I.Tosatti
Hole Pairing lnduced bv Antiferromagnetic Spin
Fluctuatlons

4-35 M.Saber

The Dilute Spinl0ne Ising Model with Both Bilinear
and Biquadratic Exchange lnteractions

4-36 P.G.Dzhavakhidze,A.A.Kornyshev and V.G.Levadny
The Structure of the Interface in the Solvent

Mediated Interaction of Dipolar Surfaces

4-37 ∫.Chela-Flores,A.G.Saif and L.N.Shehata
Phenomenologlcal Approach to the Coexistence o f

Planar Antiferromagnetism with High T Type 工 ⅠC
Superconductivity

4-38 Jean Philippe Bouchaud,Antolne Georges and Pierre
Le Doussal

Towards a Scaling Theory of Finite-Time Properties
in Dynamical Systems

4_39 H.Gutfreund and M.Mizard

Processing Temporal Sequences in Neural Networks

4140 M.T.Jaekel
Covariance and Stochastic Mechanics

4-41 Antoine Georges and Pierre Le Doussal

From Equilibrium Spin Models to Probabilistic
Cellular Automata

4-42 Colin J.Thompson and ∫.B.McGulre
On Limits to Perception and Pattern RecognitioI1

.′
4-43 Marko V.JarlC

Phasons and Scattering from Quasi､crystals

4-44 M.S.Hussein and W.Wreszinski
On the Second Order Virial Coefficient and the

Relationships between Quantum and Classical Sta-
tistics and Scattering

4145 J.M.G.Amaro de Matos and J.Fernando Perez
Fluctuations on the Curie-Welss Version of the
Ising Model with Random Field
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プレプ リン ト案内

4-46 M.Cattani and N.C.Fernandes

The Simplest Gentilionic Systems

4-47 M.P.Pato,E.C.Oliveira and L.C.Comes

A Comparison of the Gaussian Approximation and
Langevin's simulation in DIC

4-48 M. Nielsen and A.F.氏.de Toledo Piza

Density Matrix Expansion for a Convoluted Wigner
Function

4-49 Y.Hama and Sandra S.Padula

Bose-Einstein Correlation of Particles Produced by
Expanding Sources
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編 集 後 記

京都市内の桜の花 も終 り,新緑がさわやかな季節になりました｡この頃には,今年は特に多

いようですが,黄砂 といわれる砂ぽこりがゴビの砂漠あたりから飛来 して周囲の山が黄色 くか

すんで見える日があります｡中国は遠 くて,近い国であることを実感する次第です (チェルノ

ブイリの放射能がヨーロッパ から飛んでくるのですからあまり意味のない推理ですが )｡最近,

日本の国際化がますます進み,その影響があってか日本語の中に英語 (カタカナ )があふれる

ようになりました｡英語は世界の公用語 として定着 し,英語なしには生活出来なくなって来て

いることは事実ですが,逆にこんなに安易にカタカナ語を使ってよいのかと気になります｡物

理の世界でも同様です｡スーパーコンダクティビティーでは一般の人にはなんのことやらさっ

ぱ りわからないでしょうから,これはやは り超電 (伝 )導である必要があります｡文化 として

の物理学を考えた時に,ハイ ドロジェンを水素と訳 した先人の努力が偲ばれます｡

地方編集員を何人かの方にお願いしてお りますが,今回さらに強力に編集に御協力いただく

ために地方編集員を何人か増やしてお願いしました｡今月号に編集員の名簿が出ていると思い

ます｡みなさま方の御意見など最寄 りの編集員におもうしつけ下されば幸いです｡ (T.M.)

-65-



【物性研究 】 発行人

編集長

編集員 網代 芳民

池田 研介

蔵本 由紀

戸谷 隆雄

冨 田 博之

水崎 隆雄

各地編集員 阿波 克之

都築 俊夫

鈴木 増雄

氷上

小川
中西

忍

泰

秀

勝木 渥

関本 謙

本田 勝 也

(京大基研 )

(京大基研 )

(京大 ･理 ･化学)

(京大基研 )

(京大 ･理 ･物理)

(京大 ･理 ･物理)

(京大 ･教養 ･物理)

(京大 ･理 ･物理)

(北大 ･理 ･物理)

(東北大 ･理 ･物理)

(東大 ･理 ･物理)

(東大 ･教養 ･物理)

(筑波大 ･物理工学)

(慶応義塾大 ･理工 ･物理)

(信 州大 ･理 ･物理)

(九大 ･理 )

(名大 ･工 ･応用物理 )

五十嵐 潤一 (阪大 ･理 ･物理)

(1988.4.現 在 )

物 性 研 究 第 50巻第1号 (昭和 63年 4月号) 1988年 4月20日発行

発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学 湯 川 記 念 館 内

年額 15,600円

-66-



会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前糸内制 をとって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

をお新規 入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号)

2ndvolume(10月号 - 3月号)

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめ てお支払 いが困難 の 向 きは lvolume 分 ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠慮 下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必 ず明記 して下 さい｡

雑誌購 読 者以外 の代理 人 が購 読料 を送金 され る場 合 ､必 ず会 員杏

人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とに な

って い ます の で御留 意下 さい ｡

5. 一括 送 本 を.受け る場 合 :個 人宛送本 中 に大学等･で一括 西己布 を受 け

る様 にな った場 合 は､必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です ｡

6. 送 本先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変更 等 によ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先変更届 を操 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究所 等 で の入会 及 び個 人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､1冊 1,300円 ､ 1Vol.7,800円､

年 間15,600円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不用 です｡学校 ､研 究所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み をされ る時 ､支孤

い に請 求 ､見積 ､納 品書が各何 通必要 か をお知 らせ下 さい ｡

なお､ 当会 の請求 書類 で は支払 いがで きない様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止時 期 を明

記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の場合 .'発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡

物 性 研究刊 行 会

〒606京都 市左京 区北 白川追 分町 京都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直通)
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